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4　

南
方
特
別
留
学
生
と
国
際
学
友
会

 

前
財
団
法
人
国
際
学
友
会
理
事
長　

佐　

藤　

次　

郎

　

本
稿
は
︑
広
島
大
学
教
育
・
国
際
室
平
野
主
査
か
ら
︑﹁
南
方
特
別
留
学
生
と
国
際
学
友
会
﹂
に
つ
い
て
執
筆
依
頼
を
受
け
︑
国
際

学
友
会
の
当
時
の
限
ら
れ
た
資
料
や
国
際
学
友
会
で
当
時
補
導
部
長
を
し
て
い
た
金
沢
謹
氏
の
﹁
思
い
出
す
こ
と
な
ど
﹂
の
著
書
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
整
理
を
し
︑
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
︒

1
．
南
方
特
別
留
学
生
事
業
の
発
足

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
一
八
年
二
月
︑
大
東
亜
省
か
ら
︑
陸
海
軍
両
省
の
要
請
を
受
け
︑
昭
和
一
八
年
度
か
ら
南
方
諸
地
域
の

将
来
の
指
導
者
と
な
る
べ
き
人
材
を
一
年
間
位
の
短
期
間
で
育
成
し
て
ほ
し
い
旨
の
話
が
国
際
学
友
会
に
よ
せ
ら
れ
た
︒
国
際
学
友
会

の
所
管
は
︑
当
時
外
務
省
か
ら
情
報
局
を
経
て
︑
昭
和
一
七
年
一
一
月
に
新
設
の
大
東
亜
省
に
移
管
さ
れ
て
い
た
︒

　

国
際
学
友
会
と
し
て
は
︑
一
か
年
と
短
期
間
で
は
無
理
が
あ
り
︑
少
な
く
と
も
二
年
半
か
ら
三
年
は
必
要
で
あ
る
こ
と
︑
人
数
は
一

〇
〇
名
が
限
度
で
あ
る
こ
と
︑
こ
の
青
年
の
教
育
は
︑
大
東
亜
省
と
国
際
学
友
会
に
一
切
委
せ
て
ほ
し
い
︒
そ
の
代
り
に
関
係
各
省
の

連
絡
協
議
会
を
設
け
︑
陸
︑
海
軍
省
︑
文
部
省
の
意
見
を
聞
き
調
整
す
る
こ
と
な
ど
の
考
え
方
を
伝
え
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
国
際
学
友
会
の
意
向
も
取
り
入
れ
ら
れ
︑
南
方
特
別
留
学
生
事
業
は
︑
昭
和
一
八
年
度
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
︒
教
育
期
間
は
三
年
間
で
は
じ
め
の
一
年
間
は
日
本
語
を
中
心
と
し
た
準
備
教
育
と
し
国
際
学
友
会
に
委
託
す
る
︒
必
要
経
費
は
国

が
全
額
負
担
し
︑
国
際
学
友
会
に
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
︒
教
育
補
導
に
つ
い
て
は
︑
大
東
亜
省
を
主
査
と
し
︑
文
部
省
︑
外
務
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省
︑
陸
軍
省
︑
海
軍
省
︑
情
報
局
等
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
連
絡
会
議
で
方
針
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
︒

　

南
方
特
別
留
学
生
は
︑
占
領
下
の
南
方
諸
地
域
で
軍
政
当
局
に
よ
り
厳
正
な
選
考
と
事
前
訓
練
を
経
て
︑
来
日
後
国
際
学
友
会
の
本

部
の
あ
る
目
黒
の
校
舎
︵
旧
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
︶
で
日
本
語
教
育
等
の
準
備
教
育
を
約
一
年
間
受
講
の
後
︑
大
学
等
で
約
二
年
間

の
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒
こ
の
南
方
特
別
留
学
生
事
業
は
︑
昭
和
一
八
年
度
及
び
昭
和
一
九
年
度
の
二
回
に
わ
た
り
南

方
特
別
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
︒

2
．
南
方
特
別
留
学
生
の
受
入
れ

︵
1
︶
昭
和
一
八
年
度
第
一
期
生
の
受
入
れ

　

昭
和
一
八
年
六
月
二
八
日
︑
東
京
駅
に
南
方
特
別
留
学
生
の
第
一
陣
五
〇
名
が
到
着
し
た
︒
マ
ラ
イ
・
ス
マ
ト
ラ
班
一
五
名
︑
ジ
ャ

ワ
班
二
〇
名
︑
ビ
ル
マ
班
一
五
名
で
あ
っ
た
︒

　

そ
の
後
七
月
一
七
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
班
二
七
名
︵
一
般
留
学
生
一
七
名
︑
警
察
官
一
〇
名
︶︑
九
月
四
日
に
セ
レ
ベ
ス
・
ボ
ル
ネ
オ
・

セ
ラ
ム
班
二
一
名
が
来
日
し
た
︒
な
お
追
加
し
て
八
月
に
ビ
ル
マ
二
名
︑
九
月
に
ジ
ャ
ワ
四
名
が
来
日
し
︑
昭
和
一
八
年
度
第
一
期
生

は
合
計
一
〇
四
名
で
あ
っ
た
︒

︵
2
︶
昭
和
一
九
年
度
第
二
期
生
の
受
入
れ

　

昭
和
一
九
年
六
月
八
日
︑
ジ
ャ
ワ
班
二
〇
名
︑
ビ
ル
マ
班
三
〇
名
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
班
二
四
名
︑
マ
ラ
イ
・
ス
マ
ト
ラ
班
一
三
名
︑
北

ボ
ル
ネ
オ
班
二
名
が
来
日
︑
タ
イ
班
一
二
名
は
す
で
に
三
月
二
七
日
に
来
日
し
て
い
た
︒
第
二
期
生
は
︑
合
計
一
〇
一
名
で
あ
っ
た
︒

　

こ
れ
ら
南
方
特
別
留
学
生
は
︑
南
方
諸
地
域
の
指
導
者
層
︵
大
統
領
︑
閣
僚
︑
大
使
な
ど
︶
や
王
族
関
係
者
の
子
息
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
︑
年
令
も
二
〇
才
前
後
の
者
が
多
く
︑
中
に
は
一
五
才
と
い
う
若
い
者
も
選
ば
れ
て
い
た
︒
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3
．
準
備
教
育
の
実
施

　

南
方
特
別
留
学
生
に
対
す
る
準
備
教
育
は
︑
国
際
学
友
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
︑
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
目
黒
の
校
舎
で
各
班
毎
に

来
着
順
に
︑
翌
年
三
月
末
ま
で
一
年
弱
の
期
間
実
施
さ
れ
た
︒

　

毎
日
朝
礼
︑
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
︑
九
時
よ
り
午
前
三
時
間
︑
午
後
二
時
間
︑
一
日
五
時
間
の
授
業
で
あ
っ
た
︒
日
本
語
を
中
心

と
し
て
︑
物
理
︑
化
学
︑
数
学
な
ど
の
基
礎
教
育
や
︑
体
操
︑
教
練
︑
武
道
︑
音
楽
︑
修
身
等
も
教
え
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
見
学
も
随
時

行
わ
れ
て
い
た
︒

　

ま
た
︑
夏
に
は
軽
井
沢
で
︑
翌
年
三
月
の
上
級
学
校
の
進
学
を
め
ざ
し
準
備
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
︑
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
︑

二
週
間
の
夏
期
練
成
が
実
施
さ
れ
た
︒

4
．
宿
舎
と
そ
の
生
活

　

第
一
期
生
の
南
方
特
別
留
学
生
の
宿
舎
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
︑
国
際
学
友
会
は
︑
マ
ラ
イ
・
ス
マ
ト
ラ
班
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
般
留

学
生
班
を
本
郷
寮
で
受
け
入
れ
た
が
︑
そ
の
他
の
班
の
留
学
生
は
他
の
団
体
に
寄
託
さ
れ
た
︒

・
国
際
学
友
会
本
郷
寮
︵
目
黒
区
︶
マ
ラ
イ
・
ス
マ
ト
ラ
班
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
般
留
学
生
班

・
南
洋
協
会
第
一
寮
︵
目
黒
区
︶
ジ
ャ
ワ
班

・
ビ
ル
マ
協
会
孔
雀
寮
︵
吉
祥
寺
︶
ビ
ル
マ
班

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
会
比
島
学
生
寮
︵
淀
橋
区
︵
現
新
宿
区
︶︶
フ
ィ
リ
ピ
ン
警
察
官
班

・
新
興
亜
会
大
東
亜
寮
︵
豊
島
区
︶
セ
レ
ベ
ス
︑
ボ
ル
ネ
オ
︑
セ
ラ
ム

　

昭
和
一
九
年
度
の
第
二
期
生
一
〇
一
名
は
︑
南
洋
協
会
第
一
寮
︑
ビ
ル
マ
協
会
孔
雀
寮
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
会
本
郷
寮
︑
国
際
学
友
会

目
黒
寮
︑
日
泰
学
院
寮
に
そ
れ
ぞ
れ
分
宿
し
た
︒
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各
寮
に
お
け
る
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
︑
各
省
連
絡
協
議
会
で
方
針
が
決
め
ら
れ
︑
寄
託
団
体
連
絡
会
議
に
図
り
実
施
に

移
さ
れ
た
︒
例
え
ば
︑
寮
の
日
課
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

　

午
前
六
時
半
起
床
︑
点
呼
︑
七
時
食
事
︑
八
時
隊
伍
を
整
え
登
校
︑
授
業
終
了
後
も
隊
伍
を
整
え
帰
寮
︑
自
習
︑
五
時
半
夕
食
︑
外

出
は
許
可
が
必
要
︑
一
〇
時
点
呼
︑
就
寝
︒

　

寮
生
活
に
お
い
て
は
︑
若
い
留
学
生
か
ら
食
事
に
対
す
る
不
満
が
多
く
出
さ
れ
て
い
た
︒

　

当
時
の
国
際
学
友
会
の
関
係
者
や
寮
の
関
係
者
は
こ
れ
ら
留
学
生
の
声
に
こ
た
え
る
べ
く
︑
一
日
の
米
の
配
給
に
つ
い
て
︑
関
係
当

局
に
訴
え
特
配
し
て
も
ら
っ
た
り
︑
肉
や
油
な
ど
の
不
足
分
を
手
に
入
れ
る
た
め
︑
関
係
者
が
︑
当
時
戦
時
中
の
困
難
な
状
況
の
中

で
︑
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
︑
苦
労
し
て
︑
食
料
確
保
の
た
め
大
変
な
尽
力
を
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
寮
の
関
係
者
の
中
に
は
︑
留
学
生
に
日
本
の
生
活
︑
習
慣
や
日
本
語
を
教
え
た
り
︑
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け

た
り
︑
病
気
の
留
学
生
の
看
護
を
す
る
な
ど
︑
留
学
生
に
愛
情
を
も
っ
て
親
切
に
接
し
た
人
た
ち
が
い
た
︒
当
時
の
南
方
留
学
生
が
帰

国
し
て
か
ら
も
長
く
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
留
学
生
か
ら
直
接
き
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
︒

5
．
大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
の
状
況

︵
1
︶
第
一
期
生
の
進
学
の
状
況

　

第
一
期
生
は
昭
和
一
八
年
六
月
以
降
来
日
し
︑
国
際
学
友
会
で
三
月
末
ま
で
︑
準
備
教
育
を
受
け
︑
一
九
年
四
月
よ
り
大
学
・
専
門

学
校
等
の
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
︒

　

国
際
学
友
会
日
本
語
学
校
の
教
官
が
調
査
し
た
留
学
生
の
志
望
の
専
攻
を
も
と
に
各
省
連
絡
会
議
で
進
学
先
の
学
校
が
決
め
ら
れ

た
︒

　

当
時
大
学
等
で
は
日
本
人
学
生
は
学
徒
動
員
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
は
少
な
か
っ
た
︒
特
定
の
学
校
に
特
別
の
ク
ラ
ス
を
設
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け
て
教
育
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
南
方
特
別
留
学
生
は
暖
か
い
地
域
が
良
い
と
の
こ
と
で
︑
広
島
高
等
師
範
学
校
二
〇
名
︑
宮
崎
高

等
農
林
学
校
一
〇
名
︑
久
留
米
高
等
工
業
学
校
一
八
名
︑
熊
本
医
科
大
学
附
属
専
門
学
校
八
名
等
が
主
な
る
進
学
先
で
あ
り
︑
こ
れ
ら

の
学
校
で
専
門
教
育
が
二
年
で
修
了
で
き
る
よ
う
特
別
学
級
を
設
け
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
警
察
官
志
望
者
等
の
進
学
先
と
し
て
は
︑
警
察
講
習
会
一
一
名
︑
神
奈
川
県
警
察
訓
練
所
一
一
名
︑
農
商
省
四
个
原
農
業
試

験
場
五
名
等
で
あ
っ
た
︒

︵
2
︶
第
二
期
生
の
進
学
及
び
一
期
生
の
転
学
の
状
況

　

第
二
期
生
は
昭
和
一
九
年
六
月
に
来
日
し
た
南
方
特
別
留
学
生
で
︑
二
〇
年
三
月
に
準
備
教
育
を
修
了
し
た
者
の
進
学
及
び
現
に
各

上
級
学
校
で
学
ん
で
い
る
南
方
特
別
留
学
生
の
扱
い
に
つ
い
て
︑
戦
況
が
進
む
中
で
ど
の
よ
う
に
す
る
か
検
討
が
進
め
ら
れ
た
︒
昭
和

一
九
年
秋
に
な
る
と
戦
況
も
緊
迫
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
︒
一
二
月
二
九
日
の
閣
議
で
﹁
留
学
生
教
育
非
常
措
置
﹂
が
決
定
さ
れ
た
︒

戦
況
が
進
む
中
で
︑
留
学
生
を
安
全
な
場
所
で
勉
学
で
き
る
よ
う
︑
可
能
な
限
り
地
方
に
分
散
さ
せ
学
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒
こ
の
対
象
と
な
る
留
学
生
は
全
体
と
し
て
約
八
〇
〇
名
で
あ
り
︑
南
方
留
学
生
三
〇
〇
名
︵
う
ち
南
方
特
別
留
学
生
二
〇
〇
名
︶︑

中
国
留
学
生
五
〇
〇
名
で
あ
っ
た
︒

　

大
学
で
学
ん
で
い
る
留
学
生
は
︑
京
都
大
学
に
集
結
す
る
こ
と
と
さ
れ
︑
高
等
諸
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
︑
南
方
留
学
生
の
場
合

は
︑
主
と
し
て
︑
中
国
︑
九
州
地
区
と
さ
れ
た
︒

　

第
二
期
生
の
進
学
先
及
び
一
期
生
の
転
学
先
の
主
と
な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︵
昭
和
二
〇
年
四
月
現
在
︶︒

　

京
都
帝
国
大
学
二
一
名
︑
熊
本
医
科
大
学
及
び
附
属
専
門
学
校
一
四
名
︑
広
島
文
理
科
大
学
九
名
︑
福
岡
高
等
学
校
二
四
名
︑
徳
島

工
業
専
門
学
校
一
五
名
︑
山
口
経
済
専
門
学
校
七
名
︑
岐
阜
農
林
専
門
学
校
一
二
名
︑
陸
軍
士
官
学
校
三
六
名
等
︒

　

昭
和
二
〇
年
三
月
九
日
東
京
大
空
襲
以
来
大
阪
︑
神
戸
等
も
空
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
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三
月
か
ら
四
月
に
か
け
︑
二
期
生
の
南
方
特
別
留
学
生
た
ち
は
︑
職
員
に
引
率
さ
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
進
学
先
の
学
校
に
向
か
っ
た
︒

　

東
京
の
国
際
学
友
会
で
も
六
月
の
空
襲
で
本
郷
寮
が
焼
失
し
︑
直
接
の
被
害
も
出
る
よ
う
に
な
り
︑
南
方
特
別
留
学
生
の
受
入
れ
学

校
で
も
福
岡
の
留
学
生
寮
が
焼
失
し
避
難
し
た
な
ど
の
連
絡
が
入
っ
て
き
た
︒
熊
本
医
専
︑
徳
島
工
業
か
ら
も
焼
失
な
ど
の
被
害
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
た
︒

　

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
︑
八
月
六
日
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
︒

　

八
月
一
六
日
︑
塚
原
広
島
文
理
大
学
長
か
ら
﹁
セ
キ
ニ
ン
シ
ャ
ス
グ
コ
ラ
レ
タ
シ
﹂
の
電
報
が
国
際
学
友
会
に
あ
り
︑
同
協
会
で

は
︑
直
ち
に
金
沢
補
導
部
長
と
野
口
教
官
を
現
地
に
派
遣
さ
せ
た
︒

　

広
島
文
理
科
大
学
で
学
ん
で
い
た
九
名
の
南
方
留
学
生
の
内
︑
広
島
市
郊
外
に
入
院
し
て
い
た
一
人
を
除
い
て
全
員
が
被
爆
し
︑
爆

心
地
か
ら
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
っ
た
興
南
寮
で
被
爆
し
た
ニ
ッ
ク
・
ユ
ソ
フ
さ
ん
が
そ
の
後
ま
も
な
く
︑
サ
イ
ド
・
オ
マ
ー
ル
さ

ん
が
東
京
へ
の
帰
り
に
京
都
で
九
月
三
日
に
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
︒

6
．
終
戦
と
南
方
特
別
留
学
生
の
状
況

　

終
戦
と
と
も
に
大
東
亜
省
が
解
散
と
な
り
︑
国
際
学
友
会
の
所
管
は
︑
大
東
亜
省
か
ら
外
務
省
に
変
わ
っ
た
︒
国
際
学
友
会
は
存
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
本
部
の
あ
っ
た
旧
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
占
領
軍
か
ら
返
還
命
令
が
出
さ
れ
︑
本
部
事
務
所
を
東
京
技

芸
学
校
の
施
設
を
借
り
︑
渋
谷
区
原
町
に
移
転
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
南
方
特
別
留
学
生
の
帰
国
に
つ
い
て
も
︑
占
領
軍
の
指
令
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
た
︒
英
占
領
軍
の
意
向
に
よ
り
︑
ビ
ル
マ

南
方
特
別
留
学
生
四
七
名
全
員
が
九
月
に
帰
国
し
た
︒
マ
ラ
ヤ
・
北
ボ
ル
ネ
オ
の
南
方
特
別
留
学
生
八
名
も
一
〇
月
に
帰
国
し
た
︒
米

占
領
軍
の
指
令
に
よ
り
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
方
特
別
留
学
生
五
一
名
も
八
月
及
び
一
〇
月
に
全
員
帰
国
し
た
︒
タ
イ
の
南
方
特
別
留
学

生
も
タ
イ
政
府
と
米
政
府
の
話
合
に
よ
り
︑
一
部
を
除
い
て
昭
和
二
〇
年
の
暮
か
ら
正
月
に
か
け
て
帰
国
し
た
︒
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一
方
︑
ジ
ャ
ワ
︑
ス
マ
ト
ラ
︑
セ
レ
ベ
ス
︑
南
ボ
ル
ネ
オ
の
南
方
特
別
留
学
生
に
つ
い
て
は
︑
外
務
省
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
側
に
折
衝
し

て
も
ら
っ
た
が
︑
回
答
が
な
か
っ
た
︒
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
日
本
の
敗
戦
後
︑
独
立
宣
言
を
行
い
︑
完
全
独
立
す
る
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
軍

と
戦
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
Ｇ
Ｈ
Ｑ
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
り
︑
希
望
者
は
送
還
す
る
の
で
申
し
込
む
よ
う
に

と
の
こ
と
が
あ
り
︑
昭
和
二
二
年
五
月
ご
ろ
三
～
四
〇
名
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
が
帰
国
し
た
が
︑
多
く
の
南
方
特
別
留
学
生
は
日

本
に
残
り
大
学
等
で
勉
学
を
つ
づ
け
た
︒

　

残
留
し
た
南
方
特
別
留
学
生
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
給
付
金
も
昭
和
二
一
年
九
月
限
り
と
さ
れ
︑
留
学
生
た
ち
は
︑
占
領
軍
関

係
の
通
訳
︑
翻
訳
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
大
学
等
の
学
資
金
を
稼
ぎ
︑
学
業
を
継
続
し
た
︒

　

国
際
学
友
会
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
民
間
の
関
係
者
に
支
援
を
呼
び
か
け
︑
集
ま
っ
た
資

金
を
奨
学
金
と
し
て
︑
こ
れ
ら
留
学
生
に
給
付
さ
れ
た
︒

7
．
帰
国
後
の
南
方
特
別
留
学
生
の
活
躍
の
状
況

　

南
方
特
別
留
学
生
は
︑
当
初
の
計
画
で
は
︑
留
学
期
間
は
日
本
語
教
育
等
の
準
備
教
育
に
一
年
︑
専
門
教
育
に
二
年
で
三
年
間
を
予

定
し
て
い
た
が
︑
終
戦
に
よ
り
一
期
生
は
二
年
数
か
月
︑
二
期
生
は
一
年
数
か
月
で
多
く
の
者
は
日
本
留
学
を
中
断
し
て
帰
国
し
た
︒

　

南
方
特
別
留
学
生
は
︑
帰
国
し
た
後
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
︑
政
治
︑
行
政
︑
経
済
︑
教
育
等
の
分
野
で
︑
例
え
ば
︑
首
相
や

大
臣
︑
国
会
議
員
に
就
任
し
た
者
︑
大
使
︑
中
央
政
府
の
次
官
︑
局
長
等
や
企
業
の
経
営
者
︑
幹
部
職
員
︑
大
学
の
学
長
︑
教
授
︑
留

学
生
交
流
︑
日
本
語
教
育
の
推
進
者
︑
弁
護
士
な
ど
と
し
て
︑
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
活
躍
さ
れ
た
︒
母
国
の
独
立
︑
発
展
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
日
本
の
戦
後
の
経
済
復
興
や
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
強
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︒

　

ま
た
戦
時
下
の
国
難
な
時
期
で
の
日
本
へ
の
留
学
で
あ
っ
た
が
︑
日
本
や
日
本
人
を
良
く
理
解
し
親
日
家
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ

て
日
本
と
の
友
好
親
善
に
尽
し
た
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
︒
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Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
と
い
う
ア
セ
ア
ン
各
国
の
元
留
学
生
協
会
の
連
合
組
織
を
創
設
し
た
の
も
南
方
特
別
留
学
生
た
ち
が
中
心
で
あ
っ

た
︒
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
の
正
式
の
団
体
名
は
︑A

SE
A

N
 C

ouncil of Japan A
lum

ni

︵
ア
セ
ア
ン
元
日
本
留
学
生
評
議
会
︶
と
い
う
が
︑

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
方
特
別
留
学
生
レ
オ
カ
デ
ィ
オ
・
デ
ア
シ
ス
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
昭
和
五
二
年
六
月
に
当
初
五
カ
国

が
加
盟
し
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
現
在
は
︑
ア
セ
ア
ン
の
一
〇
カ
国
す
べ
て
が
加
盟
し
て
い
る
︒
今
日
ま
で
約
四
〇
年
に
わ
た

り
︑
元
日
本
へ
の
留
学
生
た
ち
が
︑
日
本
大
使
館
と
協
力
し
て
︑
日
本
文
化
の
紹
介
︑
日
本
語
の
普
及
や
日
本
と
ア
セ
ア
ン
各
国
の
留

学
交
流
の
推
進
な
ど
の
事
業
を
活
発
に
実
施
し
て
い
る
︒

　

筆
者
は
こ
の
一
月
に
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
の
会
議
に
出
席
の
た
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
た
︒
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
方
特
別
留
学
生
は
五
一

名
だ
っ
た
が
︑
現
在
も
元
気
な
方
は
一
人
の
み
で
あ
っ
た
︒
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
サ
ン
ビ
ク
ト
レ
ス
さ
ん
で
︑
日
本
留
学
当
時
は
一
五
才

で
最
年
少
で
︑
現
在
八
七
才
で
あ
っ
た
︒
と
て
も
お
元
気
で
当
時
の
こ
と
︑
帰
国
後
の
活
躍
の
様
子
な
ど
の
お
話
も
き
く
こ
と
が
で
き

た
︒
最
近
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
文
化
学
院
長
と
し
て
︑
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
友
好
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
︒

　

ま
た
︑
平
成
一
二
年
の
四
月
に
は
︑
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
ア
ス
ジ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
が
日
本
で
設
立
さ
れ
た
︒
日
本
国
外
務
省
の
拠
出
金
に
よ
り
︑
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
Ａ
の
各
国
元
留
学
生
協
会
が
推
薦
し
た
留
学
生
に
対

し
奨
学
金
を
給
付
し
︑
交
流
事
業
等
を
実
施
し
て
き
た
︒
平
成
二
六
年
度
か
ら
は
︑
国
費
留
学
生
を
対
象
と
し
交
流
事
業
等
を
実
施
し

て
い
る
︒
ア
ス
ジ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
︑
大
学
院
等
で
の
専
門
分
野
の
勉
学
の
ほ
か
に
︑
日
本
語
を
し
っ
か
り
習
得
し
︑
日

本
文
化
の
直
接
体
験
︑
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
層
の
日
本
人
と
の
交
流
等
を
通
じ
日
本
と
日
本
人
を
理
解
す
る
こ
と
を
重
視

し
︑
帰
国
後
日
本
と
母
国
と
の
友
好
の
架
け
橋
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
︒
ア
セ
ア
ン
一
〇
カ
国
か
ら
毎
年
大
学
院

進
学
者
を
中
心
に
各
国
二
～
三
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
︒

　

ア
ス
ジ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
設
立
の
初
期
の
時
期
に
南
方
特
別
留
学
生
が
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
︒
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ

オ
カ
デ
ィ
オ
・
デ
ア
シ
ス
さ
ん
︑
ヴ
ァ
ジ
ィ
リ
オ
・
デ
・
ロ
ス
・
サ
ン
ト
ス
さ
ん
︑
ミ
ャ
ン
マ
ー
︵
ビ
ル
マ
︶
の
ウ
・
テ
ッ
ト
・
ト
ン
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さ
ん
の
三
名
の
方
々
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
サ
ン
ト
ス
さ
ん
と
ウ
・
テ
ッ
ト
・
ト
ン
さ
ん
の
二
名
は
広
島
高
等
師
範
学
校
で
一
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
︒

　

昨
年
一
二
月
ア
ス
ジ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
日
本
生
活
体
験
研
修
で
京
都
を
訪
問
し
た
際
︑
広
島
で
被
爆
し
︑
京
都
で
亡
く

な
ら
れ
た
南
方
特
別
留
学
生
の
オ
マ
ー
ル
さ
ん
の
お
墓
の
あ
る
円
光
寺
に
ア
ス
ジ
ャ
留
学
生
二
〇
名
と
事
務
総
長
の
筆
者
も
同
行
し

た
︒
国
籍
︑
宗
教
も
異
な
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
じ
め
ア
セ
ア
ン
一
〇
カ
国
の
ア
ス
ジ
ャ
留
学
生
は
︑
墓
前
に
て
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
オ

マ
ー
ル
先
輩
を
偲
び
︑
お
花
を
供
え
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
オ
マ
ー
ル
先
輩
に
お
祈
り
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
︑
世
界
の
平
和
を

誓
っ
た
︒

８
．
国
際
学
友
会
と
留
学
生
支
援

　

ま
ず
︑
国
際
学
友
会
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
︒

　

国
際
学
友
会
は
︑
昭
和
一
〇
年
一
二
月
に
外
務
省
の
外
郭
国
体
と
し
て
創
立
さ
れ
︑
昭
和
一
五
年
財
団
法
人
と
し
て
許
可
さ
れ
た
︒

戦
前
は
︑
タ
イ
文
部
省
な
ど
各
国
政
府
や
教
育
機
関
と
協
定
を
結
び
海
外
か
ら
広
く
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
我
が
国
の
学
生
を

海
外
へ
留
学
さ
せ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
た
︒
戦
時
中
︑
南
方
特
別
留
学
生
の
受
け
入
れ
事
業
を
政
府
の
要
請
で
実
施
し
た
︒

　

終
戦
後
は
︑
昭
和
二
六
年
以
降
政
府
派
遣
技
術
研
修
生
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
賠
償
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
復
興
等
の
国

の
事
業
を
実
施
し
た
︒

　

昭
和
五
四
年
四
月
︑
そ
の
所
管
が
外
務
省
か
ら
文
部
省
︵
現
在
の
文
部
科
学
省
︶
へ
移
管
さ
れ
︑
国
費
高
専
生
の
受
け
入
れ
︑
各
国

政
府
派
遣
留
学
生
︑
私
費
学
生
の
受
け
入
れ
と
そ
の
日
本
語
教
育
を
中
心
と
し
た
準
備
教
育
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

平
成
一
六
年
四
月
か
ら
政
府
の
諸
改
革
の
一
環
と
し
て
︑
財
団
法
人
国
際
学
友
会
は
日
本
育
英
会
等
他
の
四
団
体
と
統
合
再
編
成
さ

れ
︑
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
と
な
っ
た
︒
国
際
学
友
会
日
本
語
学
校
は
︑
日
本
学
生
支
援
機
構
東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
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タ
ー
と
し
て
現
在
も
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

　

平
成
一
六
年
三
月
末
ま
で
に
国
際
学
友
会
が
受
け
入
れ
た
学
生
は
一
二
二
カ
国
︑
地
域
か
ら
約
一
万
九
千
名
で
あ
り
︑
卒
業
生
は
各

国
で
活
躍
し
て
い
る
︒

　

国
際
学
友
会
は
︑
前
述
の
と
お
り
︑
大
東
亜
省
の
要
請
を
受
け
︑
昭
和
一
八
年
度
か
ら
南
方
特
別
留
学
生
の
受
け
入
れ
︑
日
本
語
教

育
等
準
備
教
育
の
実
施
︑
日
常
生
活
の
便
宜
供
与
︑
大
学
︑
専
門
学
校
等
へ
の
入
学
の
指
導
斡
旋
な
ど
︑
来
日
か
ら
帰
国
ま
で
の
間
︑

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当
し
て
き
た
︒
戦
時
の
困
難
な
時
期
で
あ
り
︑
戦
況
が
悪
化
す
る
中
で
の
国
家
的
事
業
の
実
施
は
ど
ん
な
に
大

変
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
当
時
の
国
際
学
友
会
の
関
係
者
の
著
述
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
事
業
は
︑
国
際
学
友
会

の
ほ
か
宿
舎
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た
各
団
体
︑
専
門
教
育
の
実
施
の
た
め
留
学
生
を
受
け
入
れ
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
︑
専
門
学

校
等
の
機
関
が
戦
時
中
の
困
難
な
環
境
の
中
で
協
力
連
携
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
各
機
関
の
役
職
員
︑
教
員
等
の

方
々
が
︑
南
方
特
別
留
学
生
が
日
本
で
少
し
で
も
勉
学
及
び
生
活
が
円
滑
に
送
ら
れ
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
精
一
杯
努
め
ら
れ
︑

親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
多
く
の
南
方
特
別
留
学
生
の
心
に
印
象
的
に
残
さ
れ
て
お
り
︑
帰
国
後
親
日
家
と
し
て
長
く
日

本
と
の
友
好
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
︒

　

筆
者
は
今
ま
で
多
く
の
南
方
特
別
留
学
生
に
お
会
い
し
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
が
︑
皆
さ
ん
が
同
趣
旨
の
こ
と
を
発
言
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
︒
留
学
生
交
流
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
︑
南
方
特
別
留
学
生
事
業
を
実
施
し
た
関
係
者
の
心
の
か
よ
っ
た
対

応
に
つ
い
て
学
ぶ
点
が
多
く
あ
る
と
思
う
︒

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
︑
広
島
大
学
が
︑
被
爆
し
た
南
方
特
別
留
学
生
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
り
︑
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

記
録
に
残
さ
れ
る
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
︑
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
︒


